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営業外収益及び営業外費用の計上に関するお知らせ

 当社は、2025 年 3月期第 3四半期連結会計期間（2024 年 10月 1 日～2024 年 12月 31 日）において

営業外収益及び営業外費用を計上いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。

記

１．営業外収益の内容及びその金額

  2025 年 3月期中間連結会計期間（2024年 4月 1 日～2024 年 9月 30 日）において、為替差損 181 百

万円を計上しておりましたが、その後の為替相場の変動により、2025 年 3月期第 3四半期連結会計期

間（2024 年 10月 1 日～2024 年 12月 31 日）において為替差益 328百万円を計上いたしました。これ

は主として、当社グループが保有する外貨建債権を 2024年 12 月末時点の為替相場で評価したことに

より発生したものであります。その結果、2025 年 3 月期第 3 四半期連結累計期間（2024 年 4 月 1 日

から 2024 年 12 月 31日）における計上額は、為替差益 146 百万円となりました。

２．営業外費用の内容及びその金額

  2025 年 3月期第 3四半期連結会計期間（2024 年 10月 1 日～2024 年 12月 31 日）において、金融機

関等からの借入に伴う支払利息 18 百万円、持分法適用関連会社の業績を取り込んだ結果、持分法に

よる投資損失 29 百万円をそれぞれ計上いたしました。

 その結果、2025年 3 月期第 3 四半期連結累計期間（2024年 4 月 1日から 2024 年 12月 31 日）にお

ける計上額は、それぞれ支払利息 54 百万円、持分法による投資損失 67百万円となりました。

３．業績への影響

 上記の営業外収益及び営業外費用は、本日公表の「2025 年 3 月期 第 3四半期決算短信〔日本基準〕

（連結）」に反映しております。
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